
「
慰
安
婦
」
問
題
の
解
決
を

求
め

る
水

曜
集

会

定
期
訪
韓
団
が
必
ず
訪
れ

る
の
が
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使

館
前
で
毎
週
行
な
わ
れ
て
い

る
「
慰
安
婦
」
問
題
の
解
決

を
求
め
る
水
曜
集
会
で
す
。

南
労
会
闘
争
と
ほ
ぼ
同
じ

年
月
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、

風
の
日
も
、
被
害
女
性
と
支

援
の
人
々
で
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
私
が
一
度
だ
け
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
時
が
九

九
回
目
、
そ
れ
が
こ
の
日
、

千
百
回
を
数
え
て
い
ま
し
た
。

集
会
の
回
数
は
日
本
政
府

の
解
決
を
拒
否
す
る
尊
大
さ

と
悪
意
の
奥
深
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
日
本
人
と
し
て

本
当
に
恥
ず
か
し
く
申
し
訳

な
い
思
い
で
す
。

日
本
を
遅
れ
て
発
っ
た
私

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
訪
韓
団
の
若
手
、
被
解
雇

者
三
十
二
歳
の
Ｕ
君
（
全
港

湾
）
が
挨
拶
、
後

で
こ
う
感
想
を
述

べ
て
ま
し
た
。

「
『
慰
安
婦
』
問
題
に
つ

い
て
自
分
は
よ
く
知
ら
な
い

け
ど
…
」
と
言
っ
た
途
端
、

お
婆
さ
ん
が
ガ
ク
ッ
と
き
た

の
が
わ
か
り
胸
に
突
き
さ
さ
っ

た
。
集
会
の
前
に
訪
れ
た
西

大
門
の
刑
務
所
跡
で
は
日
本

が
や
っ
た
残
虐
行
為
を
知
り

頭
を
ガ
ー
ン
と
や
ら
れ
、
次

に
お
婆
さ
ん
の
落
胆
し
た
姿

に
グ
サ
ッ
！

訪
韓
し
て
自

分
の
認
識
は

全
く
変
わ
っ

た
」

安
重

根
義

士

記
念
館
見
学

水
曜
集
会

に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
私

は
ソ
ウ
ル
駅
近
く
の
南
山
公

園
に
あ
る
安
重
根
（
ア
ン
・

ジ
ュ
ン
グ
ン
）
義
士
記
念
館

を
見
学
に
。

安
重
根
は
日
本
の
植
民
地

化
と
闘
っ
た
朝
鮮
独
立
の
英

雄
と
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
学
校
で
「
朝
鮮
併
合
」

と
教
え
ら
れ
る
朝
鮮
植
民
地

化
は
一
九
一
〇
年
で
す
が
、

日
本
は
す
で
に
一
九
〇
五
年

に
は
朝
鮮
の
支
配
権
を
握
り

今
の
ソ
ウ
ル
に
統
監
府
（
後

に
朝
鮮
総
督
府
と
な
る
）
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
初

代
統
監
が
伊
藤
博
文
。

〇
九
年
、
三
〇
歳
の
安
重

根
は
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
を
訪

れ
た
伊
藤
博
文
を
殺
し
ま
す
。

日
本
で
は
暗
殺
者
で
す
が
朝

鮮
や
中
国
で
は
義
挙
で
す
。
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( ５ )

右
ハ
ル
モ
ニ
の
幸
せ
と
平
和

を
願
い
小
学
生
の
子
ど

も
達
も
た
く
さ
ん
参
加
。

上
被
害
女
性
の
ハ
ル
モ
ニ

定
期

訪
韓

団
報

告
②



断断 断断
指指 指指

同同 同同
盟盟 盟盟

とと とと
東東 東東

洋洋 洋洋
平平 平平

和和 和和
論論 論論

自
国
を
植
民
地
に
さ
せ
な

い
為
に
抗
日
運
動
に
参
加
し

て
き
た
安
重
根
は
義
挙
決
行

の
年
初
め
、
十
一
人
の
同
志

と
断
指
同
盟
を
結
成
。
切
り

取
ら
れ
た
指
の
模
型
、
そ
の

血
で
書
か
れ
た
生
々
し
い
血

書
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

死
刑
執
行
ま
で
わ
ず
か
五
ヵ

月
。
そ
の
間
「
安
応
七
歴
史
」

「
東
洋
平
和
論
」
な
ど
を
執

筆
。
後
者
を
書
き
終
え
る
ま

で
執
行
延
期
を
、
と
の
要
請

も
む
な
し
く
死
刑
が
執
行
さ

れ
た
た
め
未
完
と
な
っ
た
と

解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
享

年
三
十
一
歳
。

安安 安安
重重 重重

根根 根根
記記 記記

念念 念念
館館 館館

はは はは
遺遺 遺遺

憾憾 憾憾
？？ ？？

！！ ！！

訪
韓
後
、
に
わ
か
に
日
本

の
マ
ス
コ
ミ
に
安
重
根
が
登

場
。
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
駅
に

安
重
根
記
念
館
が
開
館
す
る

こ
と
を
巡
っ
て
で
す
。
日
本

政
府
は
敵
意
を
む
き
出
し
に

し
、
二
月
四
日
に
は
「
遺
憾
」

「
安
重
根
は
伊
藤
を
殺
害
し
、

死
刑
判
決
を
受
け
た
人
物
」

と
の
答
弁
書
を
閣
議
決
定
。

安
倍
政
権
は
ど
こ
ま
で
も

侵
略
を
肯
定
し
朝
鮮
総
督
府

の
亡
霊
を
追
い
求
め
て
い
る

か
ら
で
す
。
自
国
が
や
っ
て

き
た
悪
業
を
直
視
で
き
な
い

政
府
が
強
制
す
る
「
愛
国
」

は
誠
に
恐
ろ
し
い
。

歴
史
の
真
実
を
学
び
伝
え
、

日
本
政
府
に
一
刻
も
早
く

「
慰
安
婦
」
問
題
を
は
じ
め

戦
争
犯
罪
の
謝
罪
と
償
い
を

行
な
わ
せ
る
こ
と
こ
そ
日
本

人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
責
任

だ
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

南
労

会
支

部
Ｏ

・
Ｈ
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( ６ )

日
朝

国
交

正
常

化
の

早
期

実
現

を
求

め
る

市
民

連
帯

・
大

阪
（

日
朝

市
民

連
帯

・
大

阪
）

結
成

８
周

年
の

つ
ど

い
日
時

２
月
２
１
日
（
金
）

午
後
６
時
開
場
、
６
時
半
開
始

場
所

東
成
区
民
セ
ン
タ
ー
６
階

小
ホ
ー
ル

参
加
費

５
０
０
円
（
資
料
代
と
し
て
）

１
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ピ
ア
ノ
演
奏

池
辺
幸
恵
さ
ん
（
日
朝
音
楽
交
流
会
会
長
）

許
景
民
さ
ん
（
韓
統
連
大
阪
）

２
講
演

「
２
０
１
４
年
を
展
望
し
て
」
～
私
た
ち
の
闘
い
～

講
師

丹
羽

雅
雄
さ
ん
（
高
校
無
償
化
裁
判
弁
護
団
長
）

３
ス
テ
ー
ジ
か
ら
の
火
曜
日
行
動
～
私
た
ち
は
あ
き
ら
め
な
い
～

（
毎
週
火
曜
日
行
動
を
行
っ
て
る
皆
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
ア
ピ
ー
ル
）


